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環境影響評価とりまとめ書の概要 

 

 
 

松江北道路は、地域高規格道路境港出雲道路の一部として、また、松江だんだん道路とともに松江

市の外環状道路の一部として、山陰道へのアクセス性向上に伴う物流の効率化、市内へ流入する交通

の分散化に伴う渋滞の緩和等により、地域の発展に貢献することを目的とした道路です。 

本道路の事業規模からは環境影響評価法及び島根県条例に基づく環境影響評価の対象事業に該

当しないものの、道路整備に伴う環境負荷やそれを緩和するための環境保全措置について検討するため、

環境に関わる学識経験者等により「松江北道路環境影響評価検討会」を設立し、環境影響の検討・

評価を自主的に実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ルート（案） 
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環境影響評価とりまとめ書の概要 

 

 
 

■事業区間 ：起点／島根県松江市西浜佐陀町 

終点／島根県松江市下東川津町 

■事業の規模：延長 約 10.5km 

■車線数 ：２車線 

■設計速度 ：60km/h 

 

 

 

 

 

 
 

■土工部（盛土部）                       ■高架部 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

  

計画概要 

横断イメージ図 
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環境影響評価の項目 

本道路の計画にあたりましては、環境面への影響を考慮して、以下の項目について調査、予測、評価

を行い、環境への影響を低減するための環境保全措置を検討しました。 

 

項目 概要 

大気質 

道路事業実施区域周辺に住居等が存在するため、供用後の自動車の走行によ

る影響が考えられることから、二酸化窒素、浮遊粒子状物質について調査、予

測、評価等を実施しました。 

騒音 
道路事業実施区域周辺に住居等が存在するため、供用後の自動車の走行によ

る影響が考えられることから、騒音について調査、予測、評価等を実施しました。 

振動 
道路事業実施区域周辺に住居等が存在するため、供用後の自動車の走行によ

る影響が考えられることから、振動について調査、予測、評価等を実施しました。 

低周波音 

道路事業実施区域周辺に住居等が存在し、その近傍を嵩上式の構造で通過す

る場合には、構造物からの低周波音の影響が考えられることから、低周波音につ

いて調査、予測、評価等を実施しました。 

日照阻害 

道路事業実施区域周辺に住居等が存在し、その近傍を嵩上式の構造で通過す

る場合には、構造物による日照阻害の影響が考えられることから、日照阻害につ

いて調査、予測、評価等を実施しました。 

動物 

道路事業実施区域周辺に動物の重要な種及び注目すべき生息地が存在するた

め、事業の実施による影響が考えられることから調査、予測、評価等を実施しまし

た。 

植物 
道路事業実施区域周辺に植物の重要な種及び群落が存在するため、事業の実

施による影響が考えられることから調査、予測、評価等を実施しました。 

生態系 
道路事業実施区域周辺に地域を特徴づける生態系が存在するため、事業の実

施による影響が考えられることから調査、予測、評価等を実施しました。 

景観 

道路事業実施区域周辺に景観資源並びに主要な眺望景観が存在するため、

道路の存在による影響が考えられることから、調査、予測、評価等を実施しまし

た。 

人と自然との触れ合い 

の活動の場 

道路事業実施区域周辺に主要な人と自然との触れ合いの活動の場が存在する

ため、道路の存在による影響が考えられることから、調査、予測、評価等を実施し

ました。 
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環境影響評価の結果の概要 

 
 

自動車の走行に係る予測結果 
 

予測地点において自動車の走行に係る大気質は、整合を図るべき基準又は目標との整合が図られて

いるものと評価しました。 

 

［二酸化窒素］ （単位：ppm） 

地 点 
予測 

方向 
位置 

予測結果 

年平均値 
日平均値の 

年間 98％値 

① 下佐陀 

下り側 

（北側） 

官民境界 0.00396 0.013 

代表建物 0.00331 0.013 

上り側 

（南側） 

官民境界 0.00445 0.014 

代表建物 0.00345 0.013 

② 西生馬 

下り側 

（北側） 

官民境界 0.00344 0.013 

代表建物 0.00319 0.013 

上り側 

（南側） 

官民境界 0.00370 0.013 

代表建物 0.00307 0.013 

③ 下東川津 

下り側 

（北側） 

官民境界 0.00511 0.015 

代表建物 0.00475 0.015 

上り側 

（南側） 

官民境界 0.00497 0.015 

代表建物 0.00474 0.015 

④ 川津ＩＣ 

下り側 

（西側） 

官民境界 0.00486 0.015 

代表建物 0.00425 0.014 

上り側 

（東側） 

官民境界 0.00504 0.015 

代表建物 0.00428 0.014 

⑤ 東生馬 

下り側 

（西側） 

官民境界 0.00366 0.013 

代表建物 0.00347 0.013 

上り側 

（東側） 

官民境界 0.00366 0.013 

代表建物 0.00358 0.013 

 

［浮遊粒子状物質］ （単位：mg/m3） 

地 点 
予測 

方向 
位置 

予測結果 

年平均値 
日平均値の 

2％除外値 

① 下佐陀 

下り側 

（北側） 

官民境界 0.016025 0.041 

代表建物 0.016008 0.041 

上り側 

（南側） 

官民境界 0.016038 0.041 

代表建物 0.016012 0.041 

② 西生馬 

下り側 

（北側） 

官民境界 0.016014 0.041 

代表建物 0.016006 0.041 

上り側 

（南側） 

官民境界 0.016017 0.041 

代表建物 0.016003 0.041 

③ 下東川津 

下り側 

（北側） 

官民境界 0.040030 0.091 

代表建物 0.040021 0.091 

上り側 

（南側） 

官民境界 0.040026 0.091 

代表建物 0.040020 0.091 

④ 川津ＩＣ 

下り側 

（西側） 

官民境界 0.040030 0.091 

代表建物 0.040008 0.091 

上り側 

（東側） 

官民境界 0.040034 0.091 

代表建物 0.040010 0.091 

⑤ 東生馬 

下り側 

（西側） 

官民境界 0.016012 0.041 

代表建物 0.016009 0.041 

上り側 

（東側） 

官民境界 0.016013 0.041 

代表建物 0.016011 0.041 

 

 

 

  

大気質 

整 合 を図 るべき基 準 又 は目 標  
 

二酸化窒素  浮遊粒子状物質 

「二酸化窒素に係る環境基準に

ついて」（昭和 53 年 環境庁告

示第 38 号、改正：平成 8 年 

環境庁告示第 74 号） 

1 時 間 値 の 1 日 平 均 値 が

0.04ppm から 0.06ppm までのゾ

ーン内又はそれ以下であること。  

「大気の汚染に係る環境基準に

ついて」（昭和 48 年環境庁告

示第 25 号、改正：平成 8 年 

環境庁告示第 73 号） 

1 時 間 値 の 1 日 平 均 値 が

0.10mg/m3 以下であること。 
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環境影響評価の結果の概要 

 
 

自動車の走行に係る予測結果 
 

騒音が周辺地域に及ぼす影響については、「下東川津」を除く全ての予測地点において整合を図るべ

き基準又は目標との整合が図られています。 

「下東川津」については、代表建物位置において整合を図るべき基準又は目標を超過していますが、当

該箇所は従前から存在する市道側の影響が大きいことが要因となっています。また、計画道路の供用によ

り市道の交通量は減少する見込みであること、計画道路側で騒音の影響を低減できる環境保全措置を

実施することにより、騒音が周辺地域に及ぼす影響は、事業者の実行可能な範囲内で低減・最小化で

きると評価しました。 
 

 

予測地点 方向 位置 
予測

高さ 

予測結果(dB) 環境基準(dB) 

昼間 夜間 昼間 夜間 

① 古曽志 

下り側 代表建物 
2F 59 50 

65 60 
1F 55 46 

上り側 代表建物 
2F 57 49 

65 60 
1F 54 46 

② 古志 

下り側 

近接空間 
2F 68 61 

70 65 
1F 62 54 

背後地 
2F 63 55 

65 60 
1F 59 51 

上り側 

近接空間 
2F 68 60 

70 65 
1F 62 54 

背後地 
2F 63 55 

65 60 
1F 59 51 

③ 下佐陀 

下り側 代表建物 
2F 64 56 

70 65 
1F 64 56 

上り側 代表建物 
2F 65 57 

70 65 
1F 64 56 

④ 
松江高専 

付近 

下り側 

近接空間 
2F 56 47 

70 65 
1F 53 45 

背後地 
2F 55 47 

65 60 
1F 53 45 

上り側 

近接空間 
2F 56 47 

70 65 
1F 53 44 

背後地 
2F 56 47 

65 60 
1F 54 45 

⑤ 西生馬 

下り側 代表建物 
2F 60 51 

70 65 
1F 57 48 

上り側 代表建物 
2F 54 45 

65 60 
1F 52 43 

⑥ 

生馬ヶ丘 

団地 

付近 

下り側 

近接空間 
2F 60 50 

70 65 
1F 56 45 

背後地 
2F 55 45 

65 60 
1F 53 43 

上り側 

近接空間 
2F 68 58 

70 65 
1F 61 50 

背後地 
2F 64 53 

65 60 
1F 61 50 

 

 

予測地点 方向 位置 
予測

高さ 

予測結果(dB) 環境基準(dB) 

昼間 夜間 昼間 夜間 

⑦ 
生馬神社 

付近 

下り側 代表建物 
2F 53 43 

65 60 
1F 53 42 

上り側 代表建物 
2F 56 45 

65 60 
1F 55 44 

⑧ 西持田 

下り側 代表建物 
2F 66 57 

70 65 
1F 65 56 

上り側 代表建物 
2F 68 59 

70 65 
1F 68 60 

⑨ 下東川津 

下り側 代表建物 
2F 69 60 

65 60 
1F 70 61 

上り側 代表建物 
2F 69 60 

65 60 
1F 71 61 

⑩ 川津 IC 

下り側 代表建物 
2F 65 55 

65 60 
1F 62 52 

上り側 代表建物 
2F 56 46 

65 60 
1F 54 44 

⑪ 東生馬 

下り側 

近接空間 
2F 64 55 

70 65 
1F 65 55 

背後地 
2F 59 49 

65 60 
1F 57 48 

上り側 

近接空間 
2F 65 56 

70 65 
1F 66 57 

背後地 
2F 60 50 

65 60 
1F 60 51 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境保全措置｠  ・排水性舗装の敷設 

 

  

騒 音 

整 合 を図 るべき基 準 又 は目 標  
 

整合を図る基準 

又は目標 
地域の区分 

基準値 

昼間 夜間 

「騒音に係る環境基準」 

（平成 10 年 9 月 30

日 環 境 庁 告 示 第 64

号、改正：平成 24 年

3 月 30 日環境省告示

第 54 号） 
  

幹線交通を担う道路

に近接する空間 

70dB

以下 

65dB

以下 

Ｂ類型のうち 2 車線

以上の車線を有する

道路に面する地域及

びＣ類型のうち車線を

有する道 路に面する

地域 

65dB

以下 

60dB

以下 
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環境影響評価の結果の概要 

 
 

自動車の走行に係る予測結果 
 

予測地点において自動車の走行に係る振動は、整合を図るべき基準又は目標との整合が図られてい

るものと評価しました。 

（単位：dB） 

地 点 道路構造 
予測 

方向 

予測結果 

昼間 夜間 

① 古志 単路・盛土部 
上り側 49 48 

下り側 49 48 

② 
松江高専 

付近 
単路・高架部 

上り側 43 42 

下り側 43 42 

③ 
生馬ヶ丘団地 

付近 
単路・盛土部 

上り側 43 39 

下り側 40 36 

④ 東生馬 単路部 
上り側 45 39 

下り側 45 39 

 

 

 
 

自動車の走行に係る予測結果 
 

予測地点において自動車の走行に係る低周波音は、整合を図るべき基準又は目標との整合が図られ

ているものと評価しました。 

（単位：dB） 

予測地点 
予測 

方向 

予測結果 

L50 LG5 

① 下東川津 
上り側 75 83 

下り側 75 83 

 
 

 

 
 

道路の存在に係る予測結果 

予測地点（「生馬神社付近」）における予測結果については、計画路線により保全対象（住居等）

の位置における日影時間は 2 時間未満であり、「整合を図るべき基準又は目標（4 時間）」以下となっ

ています。 

  

振 動 

整 合 を図 るべき基 準 又 は目 標  
 

項目 
整合を図るべき 
基準又は目標 要請限度 

振 動 レ ベ ル の

80％レンジの上

端値(L10) 

「振動規制法施行規

則」（昭和51年11月10

日総理府令第 58 号、改

正：平成23 年11 月30

日環境省令第32 号）第

十二条に基づく道路交

通振動の限度 

第一種区域 

昼間 

(8 時～19 時)： 
65dB 以下 

夜間 

(19 時～8 時)： 
60dB 以下 

 

低周波音 

整 合 を図 るべき基 準 又 は目 標  
 

低周波音の参考値 
基準値 

（参考指標） 

一般環境中に存在する低周波音圧レベル 

1～80Hz の 50%時間率音圧レベル（L50） 90dB 以下 

ISO7196 に規定された G 特性低周波音圧レベル 

1～20Hz の G 特性 5%時間率音圧レベル（LG5） 100dB 以下 

 

日照阻害 
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環境影響評価の結果の概要 

 
 

工事の実施及び道路の存在に係る予測結果 

動物・植物・生態系に対して、事業者が実行可能な環境保全措置を実施することにより、道路整備に

よる環境への影響は低減・最小化できると評価しました。なお、計画段階で道路整備による環境への影

響を低減するために、コハクチョウの飛来地やオオタカの推定営巣地等の既知の生態系への影響を十分

に低減できるルート選定を行っております。 

 
 

分 類 確認種数 予測対象種数 

動物 

哺 乳 類 7 目 10 科 15 種 2 種 

鳥  類 14 目 38 科 100 種 26 種 

爬 虫 類 2 目 8 科 12 種 3 種 

両 生 類 2 目 7 科 11 種 4 種 

昆 虫 類 18 目 281 科 1,468 種 29 種 

魚  類 3 目 9 科 25 種 5 種 

底生動物 27 目 65 科 123 種 8 種 

植物 
植  物 126 科 673 種 3 種 

植  生 26 群落 0 群落 

 
分 類 注目種等 

生態系 

上位性注目種 オオタカ 

典型性注目種 
山地の広葉樹、氾濫平野の耕作地に生

息する種 

特殊性注目種 

コハクチョウ等 

海水性・汽水性の魚類が生息するため

池 

 

環境保全措置｠ 

・工事着手時期の配慮 

・影響が懸念される時期・場所における工事量検討 

・低騒音車両等の使用 

・粉じんの発生を抑制するための対策の検討 

・仮締切、切回し水路等による濁水発生の防止 

・工事区域外への不要な立ち入り防止 

・工事中の廃棄物管理の徹底 

・照明器具の検討 

・重要な植物種の移植 

・小動物等に配慮した道路構造の検討 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

動物・植物・生態系 
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環境影響評価の結果の概要 

 
 

道路の存在に係る予測結果 

対象道路の存在により一部の主要な眺望景観について変化が生じますが、環境保全措置を実施する

ことで、事業者により実行可能な範囲で低減・最小化できると評価しました。なお、主要な眺望点・景観

資源の一部に改変が生じますが、いずれも影響は軽微と予測されます。 
 

環境保全措置｠  ・構造物・道路付属物の形式、デザイン、色彩の検討 ・のり面等の緑化 
 

 

 

 

古墳の丘古曽志公園周辺からの眺望  古曽志・古江地区周辺からの眺望 

 

 

 
 

道路の存在に係る予測結果 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場については、「縁結び街道サイクリングコース」の一部に計画

路線が平面交差で取り付き、新たな平面交差箇所及び土工（切土）区間が生じるため、利用性や快

適性への影響が予測されますが、環境保全措置を実施することで、事業者により実行可能な範囲で低

減・最小化できると評価しました。 
 

環境保全措置｠  ・のり面等の緑化 ・サイクリングロード等の移動経路の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

予測の結果、大気質、騒音、振動、低周波音、日照阻害、動物、植物、生態系、景観、人と自然と

の触れ合いの活動の場の 10 項目について、環境への影響は、事業者の実行可能な環境保全措置を実

施することで低減・最小化できると評価しました。 

 
 

 

景 観 

計画道路 計画道路 

人と自然との触れ合いの活動の場 

総合評価 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「松江北道路環境影響評価検討会」では以下の検討事項等について、技術的助言や指導をいただ

きながら、環境影響評価のとりまとめを行いました。 

 

検討経緯 

回 年月 検討事項 

１ 平成 29年 8月 29 日（火） 調査計画について 

２ 平成 29年 1 2 月５日（火） ルート設定等について 

３ 平成 3 1 年 2月 1 5 日（金） 調査結果及び環境影響予測、保全措置について 
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※松江北道路環境影響評価検討会 
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環境影響評価の進め方 

松江北道路環境影響評価検討会 

ご質問・お問い合わせ先 
 

■島根県 松江県土整備事務所 土木工務部 都市整備課 

TEL：0852-32-5747 E-mail: matsuekitadouro@pref.shimane.lg.jp 


